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五　

月

　

第
一
回
理
事
評
議
員
会

六　

月

　

各
研
究
部
研
修
予
定
集
約

七　

月

　

会
報
103
号
発
刊

八　

月

　

関
ブ
ロ
神
奈
川
大
会
（
９
日
）

　

 

上
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大

会　

上
越
市
北
部
大
会 

（
10
日
）

十　

月

　

全
特
連
全
国
大
会
岐
阜
大
会

 

（
27
、
28
日
）

十
一
月

　

 

下
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究

大
会　

阿
賀
町
大
会 

（
８
日
）

　

 

中
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究

大
会　

長
岡
大
会 

（
25
日
）

　

 

佐
渡
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究

大
会 

な
し

二　

月

　

第
二
回
理
事
会

　

会
報
104
号
発
刊

　

各
研
究
部
の
研
修
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
研
修
計
画
に
沿
っ
て
実
施
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度

主
な
行
事
予
定

　

公
教
育
制
度
開
始
以
前
、
地
域
の
さ

ら
な
る
豊
か
さ
や
家
族
の
幸
せ
、
そ
し

て
、
何
よ
り
も
子
ど
も
の
将
来
の
幸
せ

に
向
け
、
主
に
家
庭
や
地
域
が
教
育
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。
や
が
て
社
会
の
近

代
化
に
伴
い
寺
子
屋
等
で
の
集
団
教
育

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

様
々
な
状
況
や
ニ
ー
ズ
等
の
十
分
な
把

握
は
、
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
教
育
同

様
に
行
わ
れ
続
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

個
々
の
自
立
に
向
け
た
目
標
が
明
確
に

な
る
こ
と
で
、
一
斉
に
授
業
し
な
が
ら

も
、
集
団
の
中
で
解
決
で
き
る
よ
う
な

配
慮
を
個
々
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
個

に
も
集
団
に
も
よ
り
良
い
成
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
と
考
え
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
現
在
行
わ
れ
て
い
る
個

別
の
指
導
計
画
や
、
個
別
の
教
育
支
援

計
画
を
柱
と
し
た
特
別
支
援
教
育
は
、

か
つ
て
の
寺
子
屋
な
ど
で
行
わ
れ
て
い

た
教
育
に
と
て
も
似
て
い
る
と
感
じ
て

　
　
　
　
　

豊
か
な
独
り
立
ち
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
潟
県
特
別
支
援
研
究
会

副
会
長　
　

竹　

内　

淳
一
郎

い
ま
す
。
そ
れ
は
記
録
の
明
確
さ
な
ど

の
違
い
は
あ
れ
、
両
方
と
も
子
ど
も
の

生
い
立
ち
や
現
在
の
状
況
、
そ
し
て
保

護
者
や
本
人
の
願
い
を
把
握
し
、
将
来

へ
の
長
い
目
標
（
長
期
目
標
）
に
向
け
、

そ
の
時
々
の
当
面
の
目
標（
短
期
目
標
）

を
設
定
し
支
援
を
行
う
か
ら
で
す
。
当

然
そ
の
中
で
は
、
長
期
目
標
達
成
に
向

け
て
の
短
期
目
標
が
地
域
や
家
庭
状
況
、

そ
の
子
ど
も
の
学
習
の
到
達
度
、
適
性

や
能
力
な
ど
に
合
っ
て
い
る
か
を
見
直

す
評
価
を
繰
り
返
し
行
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
続
け
る

こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
地
域
で

よ
り
豊
か
に
生
活
す
る
た
め
の
知
識
や

技
能
を
獲
得
す
る
た
め
の
確
か
な
支
援

方
法
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
で
い
く
と
、
初
等

教
育
や
中
等
教
育
段
階
に
お
い
て
、
障

害
の
あ
る
子
ど
も
が
大
半
の
時
間
を
通

常
学
級
で
教
育
す
る
実
践
（
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
教
育
）
に
は
、
大
き
な
可
能
性

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、

早
急
な
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
へ
の
移

行
に
は
、
様
々
な
解
決
す
べ
き
課
題
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
に
は
現
代
の
学
校
が
置
か

れ
た
現
状
が
あ
り
ま
す
。
現
代
人
は
江

戸
時
代
に
比
較
し
て
、
数
万
倍
の
情
報

量
の
中
で
生
活
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
人
生
に
か
か
わ
る
教
育
と

い
う
と
て
も
重
要
な
部
分
で
は
、
膨
大

な
情
報
の
取
り
扱
い
に
も
細
心
の
注
意

が
必
要
で
す
。
ま
た
昨
今
の
多
様
な
価

値
観
へ
の
対
応
に
は
、
す
で
に
現
在
の

特
別
支
援
教
育
に
お
い
て
も
、
多
く
の

時
間
や
労
力
を
費
や
し
て
い
ま
す
。
適

切
な
支
援
を
行
う
に
は
、
情
報
の
取
り

扱
い
一
つ
を
と
っ
て
も
、
よ
り
多
く
の

配
慮
や
検
討
が
必
要
な
の
で
す
。
私
た

ち
は
こ
う
し
た
疑
問
な
点
を
十
分
に
議

論
し
、
よ
り
確
実
な
教
育
の
成
果
を
子

ど
も
た
ち
に
十
分
保
障
し
な
が
ら
、
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
進
め
る
べ
き
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
文
科
省
で
は
三
年
間
の
特
別
支

援
教
育
実
施
の
実
績
を
踏
ま
え
、
穏
や

か
な
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
移
行
に
向

け
て
の
話
し
合
い
が
進
ん
で
い
ま
す
。

現
状
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
障
害
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
独
り
立
ち
を
、
今
後
も
支
え
続

け
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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平
成
二
十
二
年
度　

特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

上
越
地
区

柏
崎
・
刈
羽
大
会

　

平
成
二
十
二
年
八
月
十
九
日
（
木
）、

刈
羽
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場

と
し
て
「
平
成
二
十
二
年
度
上
越
地
区

特
別
支
援
教
育
研
究
大
会
柏
崎
・
刈
羽

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
主
題
「
地
域
と
つ
な
が
り
、
途

切
れ
な
い
支
援
の
実
現
」
の
も
と
、
柏

崎
市
刈
羽
郡
学
校
教
育
研
究
会
、
柏
崎

市
刈
羽
郡
小
中
学
校
長
会
連
絡
協
議
会

と
共
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
内
か
ら
幼
保
、
小
・
中
、
養
護

学
校
、
高
校
の
職
員
、
保
護
者
等
、
四

百
七
十
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

分
科
会
は
、「
幼
保
・
小
学
校
・
福

祉
機
関
の
連
携
」「
ク
ラ
ス
作
り
と
学

校
の
支
援
体
制
」「
関
係
機
関
と
連
携

し
た
ク
ラ
ス
作
り
」「
関
係
機
関
と
連

携
し
た
進
路
支
援
」「
特
別
支
援
学
校

及
び
小
・
中
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
」「
地
域
で
の
生
活
」
の
六
つ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
員
や
関
係
者
の
方

か
ら
の
話
題
提
供
を
も
と
に
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

協
議
が
な
さ
れ
、
最
後
に
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
か
ら
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
全
体
会
で
は
新
潟
県
教
育
庁

義
務
教
育
課
特
別
支
援
教
育
推
進
室
指

導
主
事
、
中
島
秀
晴
様
か
ら
「
新
潟
県

に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
現
状
と
課

題
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
御
指
導
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
1000
人
を
超
え
る
参
加
者

と
な
り
、
北
海
道
大
学
大
学
院
教
授
、

田
中
康
雄
様
か
ら
「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

か
ら
『
途
切
れ
な
い
支
援
』
に
つ
い
て

考
え
る
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

発
達
障
害
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
途
切

（
事
務
局　

柏
崎
市
立
大
州
小
学
校
）

　

魚
沼
市
内
の
全
小
・
中
学
校
と
小
出

養
護
学
校
か
ら
委
員
を
出
し
て
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
十
月
五
日
（
火
）、

魚
沼
市
立
広
神
西
小
学
校
で
標
記
の
研

究
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
一
人
一

人
に
寄
り
添
い
、
豊
か
に
生
き
る
力
を

は
ぐ
く
も
う
」
の
大
会
主
題
の
も
と
、

六
つ
の
分
科
会
と
講
演
会
に
総
勢
二
百

七
十
五
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
各

分
科
会
の
参
加
者
数
は
次
の
通
り
で
す
。

① 　
「
知
的
障
が
い
、
自
閉
症
・
情
緒

障
が
い
（
小
学
校
）
…
五
十
六
」

② 　
「
知
的
障
が
い
、
自
閉
症
・
情
緒

障
が
い
（
中
学
校
）
三
十
四
」

③　
「
言
語
障
が
い
・
難
聴
…
三
十
一
」

④ 　
「
病
虚
弱
、
肢
体
不
自
由
、
重
複

障
が
い
…
十
五
」

⑤　
「
発
達
障
が
い
、通
級
…
五
十
七
」

⑥ 　
「
育
成
会
、
保
護
者
の
会
…
三
十

五
」

　

分
科
会
で
は
、
学
級
担
任
や
魚
沼
市

内
の
保
護
者
会
関
係
者
か
ら
話
題
提
供

を
、
ま
た
、
指
導
主
事
様
や
特
別
支
援

学
校
長
様
方
に
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
学
校
で
の
支
援

は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
と
家
庭
・
地
域
と

の
連
携
方
法
等
に
か
か
わ
る
貴
重
な
情

報
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
大
学
教
育
学
部
教
授
の
長
澤
正

樹
様
か
ら
は
、「
通
常
学
級
に
お
け
る

特
別
支
援
教
育
〜
特
別
な
対
応
を
す
べ

て
の
子
ど
も
に
〜
」
と
い
う
演
題
で
、

教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
具
体
的
な
支

援
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
多
く
の
示
唆

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
（
事
務
局

 

魚
沼
市
立
広
神
西
小
学
校
）

れ
な
い
支
援

の
た
め
、
学

級
で
の
対
応

や
集
団
作
り
、

学
校
間
並
び

に
保
護
者
や

地
域
関
係
機

関
と
の
支
援

連
携
等
に
つ

い
て
さ
ら
に

研
修
を
深
め

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

各

研

究

大

会

の

報

告

中
越
地
区

魚　

沼　

大　

会
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平
成
二
十
二
年
度
の
下
越
地
区
特
別

支
援
教
育
研
究
大
会
新
潟
大
会
が
十
一

月
二
十
六
日
（
金
）、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
主

題
を
「
可
能
性
と
個
性
を
伸
ば
し
、
共

に
成
長
す
る
た
め
の
支
援
を
求
め
て
」

と
し
、
全
体
会
と
分
科
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
雨
天
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

下
越
各
地
か
ら
約
二
百
名
の
参
加
者
で

全
体
会
場
が
埋
め
尽
く
さ
れ
、
空
席
が

な
い
た
め
に
途
中
で
椅
子
を
用
意
す
る

ほ
ど
で
し
た
。
開
会
式
で
は
、
新
潟
市

教
育
委
員
会
教
育
長
の
鈴
木
廣
志
様
か

ら
御
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
新

潟
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
特
別
支
援
教

育
推
進
室
副
参
事
の
外
山
武
夫
様
か
ら

全
体
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
体

指
導
で
は
、
県
の
施
策
と
特
別
支
援
教

育
の
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
、
貴
重
な

御
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、「
大
空
タ
イ
ム
の
実

践
」「
個
別
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
」「
み

ん
な
と
一
緒
に
学
習
し
な
が
ら
、
泳
力

を
伸
ば
す
水
泳
指
導
」「
か
か
わ
り
合

い
を
求
め
て
」「
広
汎
性
発
達
障
害
児

の
構
音
指
導
事
例
」「
通
級
指
導
教
室

に
お
け
る
親
の
会
の
取
組
」
に
つ
い
て

発
表
者
か
ら
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
分
科
会
ご
と
に
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
指
導
者
か

ら
適
切
な
御
指
導
を
い
た
だ
き
、
今
後

の
指
導
に
役
立
つ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
究
大
会
に
関
わ
っ
た
数
多
く
の
皆

様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
事
務
局　

新
潟
市
立
結
小
学
校
）

全
特
連
全
国
大
会
鳥
取
大
会

全
特
連
関
ブ
ロ
大
会
・
山
梨
大
会

　

鳥
取
県
は
人
口
六
十
万
人
弱
、
小
・

中
・
特
別
支
援
学
校
合
計
二
百
十
校
と

い
う
小
さ
い
県
で
す
が
、
関
係
者
の
熱

い
意
気
込
み
と
温
か
な
も
て
な
し
の
心

で
開
催
さ
れ
た
。

【
大
会
主
題
】

　

自
分
ら
し
く
豊
か
に
生
き
る

　
　

〜
と
も
に
つ
な
が
り
、
深
め
、

 

拓
く
特
別
支
援
教
育
〜

【
期
日
】 

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八

日
・
二
十
九
日

【
会
場
】 

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー　

ほ
か

【
全
体
会
】

　

○
表
彰
式　

全
特
連
功
労
賞

　
　

本
県
か
ら
吉
田
俊
雄
前
会
長

　

○
開
催
地
研
究
報
告

　
　

 

地
域
に
ね
ざ
し
た
倉
吉
養
護
学
校

の
取
組
〜
圏
域
に
お
け
る
機
関
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
〜

　

○
全
特
連
研
究
奨
励
賞
受
賞
報
告

　
　

 

知
的
障
が
い
学
級
に
お
け
る
「
も

の
づ
く
り
」
と
「
で
き
る
状
況
づ

く
り
」
塩
竃
市
立
第
三
小
学
校　

千
葉
雅
弘
教
諭

　

○
行
政
説
明

　
　

 

特
別
支
援
教
育
行
政
の
現
状
と
課

題　

文
科
省
特
別
支
援
教
育
課

　

○
基
調
報
告

　
　

全
特
連 

松
矢
勝
宏
理
事
長

　

○
記
念
講
演

　
　

 
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
へ
の
気
づ

き
と
支
援 

鳥
取
大
学
地
域
学
部

小
枝
達
也
教
授

【
分
科
会
】

　

 　

十
会
場
、
十
八
の
分
科
会
に
分
か

れ
熱
心
な
協
議
が
行
わ
れ
た

【
大
会
主
題
】

　
「
す
べ
て
の
子
ど
も
が
豊
に
生
き
る

た
め
の
支
援
を
め
ざ
し
て
」

【
期　

日
】

　

平
成
二
十
二
年
八
月
六
日
（
金
）

 

※
五
日
（
木
）
理
事
会

【
会　

場
】

　

全
体
会
：
都
留
市
文
化
ホ
ー
ル

　

文
科
会
：
都
留
文
科
大
学

【
記
念
講
演
】

　

 「
み
ん
な
が
輝
く
教
育
を
！
〜
今
、

子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
教
育
と
は

〜
」

　

講
師
： 

教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編

集
者

　
　

元
内
閣
教
育
再
生
会
議
委
員

　
　

 

北
海
道
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究

科
附
属
子
ど
も
発
達
臨
床
研
究
セ

ン
タ
ー
学
外
研
究
員

 

品
川　

裕
香　

先
生

【
本
県
大
会
派
遣
役
員
】

○ 

第
一
文
科
会
）
特
別
支
援
教
育
を
推

進
す
る
学
校
経
営
・
校
内
体
制
）

　

テ
ー
マ 

「
一
人
一
人
の
か
が
や
き
づ

く
り
〜
特
別
支
援
教
育
の
視

点
に
立
っ
た
教
育
活
動
の
推

進
〜
」

　

提
案
発
表
者　

上
越
市
立
飯
小
学
校

 

小
林　

啓
一　

校
長

○ 

第
十
一
文
科
会
（
各
教
科
等
を
合
わ

せ
た
指
導
﹇
日
常
生
活
・
遊
び
﹈）

　

テ
ー
マ 

「
実
態
把
握
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
活
用
し
た
日
常
生
活
の

指
導
」

　

提
案
発
表
者

　
　
　
　

新
潟
県
立
高
田
養
護
学
校

 

間
島　

広
明　

教
諭

下
越
地
区

新　

潟　

大　

会
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◇
知
的
障
害
部

○
研
究
主
題

　
「 

障
害
児
者
の
よ
り
よ
い
生
活
を
目

指
し
て
」

○
研
修
会
名

　

知
的
障
害
部
全
体
研
修
会

○
研
修
会
の
期
日
及
び
会
場

・
期
日　

平
成
二
十
二
年
八
月
十
日

・ 

会
場　

新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ

ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

○
参
加
人
数　

百
六
十
二
名

○ 

講
演
者  

上
越
市
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ

障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

相
談
支
援
専
門
員　

中
屋
万
里
子
様

○
会
の
概
略
と
成
果

【
講
演
内
容
】　

①
上
越
市
の
障
害
者
相
談
支
援
の
概
要

②
相
談
支
援
の
特
色
と
そ
の
役
割

③
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

④
地
域
で
の
過
ご
し
方

⑤
学
校
や
家
庭
で
で
き
る
こ
と

【
成
果
】

　

御
自
身
の
豊
富
な
事
例
を
も
と
に
御

講
演
を
い
た
だ
い
た
。
地
域
生
活
に
お

い
て
様
々
な
困
難
に
直
面
し
つ
つ
も
、

周
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
自
立
す
る

方
法
や
、
学
校
や
家
庭
生
活
で
身
に
付

け
る
べ
き
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
た
い

へ
ん
有
意
義
な
研
修
会
で
あ
っ
た
。

　
（
事
務
局

 

新
潟
市
立
新
津
第
一
小
学
校
）

○
研
修
テ
ー
マ

　

 「
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の

理
解
と
支
援
の
あ
り
方
」

○
研
修
会
名

　

自
閉
症
・
情
緒
障
害
部
研
修
会

○
研
修
会
の
期
日
及
び
会
場

　

平
成
二
十
二
年
八
月
十
一
日
（
水
）

　

新
潟
市
万
代
市
民
会
館

○
参
加
人
数　
　

二
百
三
名

○
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
及
び
テ
ー
マ

　
　

県
立
柏
崎
養
護
学
校

 

教　

諭　
　

上
松　
　

武　

様

　
　

県
立
出
雲
崎
高
校

 

養
護
教
諭　

金
子　

直
子　

様

○
ね
ら
い

　

全
会
員
を
対
象
と
し
て
、
専
門
家
か

ら
、
指
導
法
に
関
し
指
導･

助
言
を
い

た
だ
く
。

○
名　

称

　

病
虚
弱
・
肢
体
不
自
由
部
研
修
会

○
期
日　

八
月
十
九
日
（
木
）

○
会
場　

新
潟
県
立
月
ヶ
丘
養
護
学
校

○
参
加
人
数　

十
人

○
講
師　

月
ヶ
岡
養
護
学
校
教
諭

○
総
会
及
び
研
修
会

・
期
日　

平
成
二
十
二
年

 

八
月
五
日
（
木
）

・
会
場　

柏
崎
市

　

東
京
電
力
柏
崎
エ
ネ
ル
ギ
ー
ホ
ー
ル

・
参
加
人
数　

百
五
十
一
人

・
議
事

①
平
成
二
十
一
年
度
事
業
・
会
計
報
告

②
平
成
二
十
二
年
度
事
業
・
予
算
審
議

③
役
員
選
出
及
び
承
認

④
幹
事
会
報
告

・
講
演
会
（
講
師
）

Ｌ
Ｄ
学
会
特
別
支
援
教
育
士

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー　

山
田　

充　

様

（
演
題
）

「
読
み
書
き
の
指
導
〜
基
礎
理
論
と
指

導
に
つ
い
て
」

○
成　

果

　

こ
れ
ま
で
も
言
葉
や
漢
字
の
教
材
を

数
多
く
開
発
さ
れ
て
い
る
山
田
先
生
か

ら
ニ
ー
ズ
の
高
い
演
題
で
の
御
講
演
で
、

会
員
外
の
参
加
も
大
変
多
か
っ
た
。
Ｌ

Ｄ
や
読
み
書
き
の
つ
ま
ず
き
の
背
景
要

因
、ア
セ
ス
メ
ン
ト
、具
体
的
な
支
援
・

指
導
、
教
材
の
紹
介
と
す
ぐ
に
日
々
の

指
導
に
生
か
せ
る
内
容
で
、
大
変
有
意

義
な
研
修
で
あ
っ
た
。

　
（
事
務
局

 

新
潟
市
立
万
代
長
嶺
小
学
校
）

特
別
支
援
教
育
研
修
会

◇
自
閉
症
・

 

情
緒
障
害
部

◇
病
弱
肢
体

 
不
自
由
部

◇
言
語
・
難
聴
部

各
部
の
研
修
会
報
告

　
　
（
障
が
い
者
就
労
・
）

　
　
　

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
し
じ

 

小
林　

義
昭　

様

　
　

新
潟
自
閉
症
協
会

 

会　

長　
　

森
山　

光
子　

様

　

 「
就
労
現
場
や
高
校
で
の
お
子
さ
ん

の
姿
を
通
し
て
感
じ
る
学
校
教
育
の

課
題
、
家
庭
で
の
課
題
」

○
会
の
成
果

　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
よ
り
、
高
校
現
場
、

福
祉
、
保
護
者
の
各
立
場
か
ら
、
就
労

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
話
題
提
供
を

し
て
い
た
だ
い
た
。参
加
者
と
の
質
疑
・

意
見
交
換
が
熱
心
に
行
わ
れ
た
。
ど
の

子
も
そ
の
子
ら
し
く
生
き
生
き
と
働
く

こ
と
の
で
き
る
社
会
に
す
る
た
め
に
は

教
育
や
福
祉
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
大

き
く
、
現
場
や
人
の
つ
な
が
り
の
重
要

性
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
事
務
局　

長
岡
市
立
千
手
小
学
校
）

 

小
林　

恵
津
子
様

 
 

久
保
田　

千
里
様

○
内　

容

　
「
医
療
機
関
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
」

県
立
月
ヶ
岡
養
護
学
校
で
の
実
際
を
講

義
形
式
で
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
そ
の

後
、「
身
体
ほ
ぐ
し
の
実
際
」
と
い
う

内
容
で
、
養
護
学
校
で
実
践
さ
れ
て
い

る
身
体
を
和
ら
げ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
つ

い
て
実
際
に
身
体
を
動
か
し
て
指
導
を

受
け
た
。

（
事
務
局　

三
条
市
立
三
条
小
学
校
）


